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Ⅱ．地域福祉の将来像

（１）福祉のネットワークづくり

　一人で暮らす高齢者や障害者、高齢者のみの世帯、子育てや家族の介護で悩む方などが安心し
て地域で暮らし続けていくために、地域に住む方たちが協力し合い、見守っていくためのネット
ワークをつくり、「住民主導による福祉コミュニティづくり」を進めていきます。

（２）安心できる日常生活の支援

　誰もが自分に必要なサービスを適切に選択し、利用できるような仕組みを構築し、安心して生
活することができるような取り組みを地域住民の協力を得ながら、実施していきます。社会福祉
協議会はそのサポーターとして、活動を支えていきます。

（３）ボランティア活動の推進

　多くのボランティア・助け合い活動に参画する機会を増やすとともに、ボランティア希望者へ
のコーディネート機能を強化し、さらに新しいボランティアのメニューを創造し、地域住民の幅
広いニーズに対応できる体制を整えます。

３．基本目標


